
（東証1部：1835） 

2016年9月 

「 
                                 」 を目指して 



2 



3 

１．会社概要 

２．事業部門別業況 

３．当社の大きな社会的使命／最近の取り組み例 

４．業績推移 

５．中期経営計画 

６．個人投資家のみなさまへ 
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略歴：  

昭和３０年    神奈川県横浜市出身  

昭和４９年    麻布高等学校 卒業 

昭和５４年    東京大学 工学部土木工学科 卒業 

             国鉄入社(四国総局（高松）、大阪鉄道管理局（吹田）など) 

昭和６２年    東日本旅客鉄道株式会社（勤務地：本社、盛岡、新潟など） 

平成 ５年        経営管理部 調査役（株式上場後初代のＩＲ担当） 

平成２０年       取締役 鉄道事業本部 設備部長 

                            東鉄工業㈱社外取締役就任（平成２０年６月～平成２２年６月）  

平成２２年       常務取締役 鉄道事業本部 副本部長   

               （東日本大震災の復旧に従事） 

平成２４年       常務取締役 鉄道事業本部長 

               （安全対策、防災対策、輸送改善、サービス向上などに従事） 

平成２６年       代表取締役 副社長   

平成２８年６月   東鉄工業㈱ 代表取締役社長就任 

             

趣味： ゴルフ、読書 

信条： 「自由と責任」 

 

代表取締役社長 

柳下 尚道（やぎした なおみち） 

4 

１．会社概要 【社長プロフィール】 



59 

(4.7%)

379 

(29.9%)

528 

(41.6%)

301 

(23.8%)

鉄道関連工事の専門技術をコアコンピタンスとする総合建設業 

会社名 東鉄工業株式会社（TOTETSU  KOGYO  CO.,LTD） 

本社所在地 東京都新宿区信濃町３４番地 ＪＲ信濃町ビル 

資本金 ２８億１,０００万円 

代表者 代表取締役社長 柳下 尚道 （平成２８年６月 就任） 

従業員数 １，７５０人 

連結子会社 
東鉄機工株式会社・東鉄メンテナンス工事株式会社 
東鉄創建株式会社・興和化成株式会社 

売買単位 １００株 

株主構成 主要株主については46ページをご参照 

 やぎした  なおみち 

（平成２８年３月３１日現在／連結） 

１．会社概要 

（単位：億円） 

2016年3月期 
部門別売上高（連結） 

1,268億円 

線路 

土木 

環境・その他 

建築 
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「鉄道」を軸に、相互に補完しあう４つの事業部門 

東鉄工業の強み 
 

 

 

 

 

 

 

線路事業 

建築事業 

軌道新設工事（新幹線・地下鉄・私鉄）・  
首都圏ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの実績豊富 

整備新幹線の実績豊富 

防災・立体交差工事等の高い技術力 ﾘﾆｭｰｱﾙ・耐震補強等の受注拡大中 

環境事業と協同で、ﾜﾝｽﾄｯﾌﾟｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞｻｰﾋﾞｽ、
一気通貫ｻｰﾋﾞｽを展開中 

ECO（ｴｺ）関連ﾋﾞｼﾞﾈｽ積極展開中 

太陽光発電・緑化（壁面・苔）・ 
ｱｽﾍﾞｽﾄ除去 等々 

土木事業 環境事業 
高い専門的 

技術力 

安定した 

受注 

鉄道関連工事の 

リーディングカンパニー 

ＪＲ東日本を中心に、線路メンテナンス工事 
シェア我国№１ 

高性能な大型保線機械の稼働力を誇る 

「東鉄ECO２プロジェクト」を強力推進中 

他部門とのシナジーを活かした事業展開 

耐震補強の実績が豊富 

鉄道土木関連特殊工法に強み 駅関連施設/鉄道近接建物に強み 

 ﾏﾝｼｮﾝ・ｵﾌｨｽ・店舗・工場等の実績豊富 

エコツー 

１．会社概要 【各事業の特徴】 
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設立以来73年の歴史 
年 月 沿革 

昭和18年 ７月 「東京鐵道工業株式会社」設立 
  鉄道の保持・強化を目的に、当時の鉄道省の要請により、関東地方の建設業者が 

  企業合同し、国策会社「東京鐵道工業株式会社」として、丸の内1丁目1番地に設立 

昭和27年 ７月 商号を「東鉄工業株式会社」に変更 

昭和37年 １１月 株式を東京証券取引所市場第二部に上場 

昭和47年 １０月 株式を東京証券取引所市場第一部に上場 

平成24年 ４月 中期経営計画『東鉄3D Hop2015』をスタート 

平成25年 ３月 興和化成株式会社を子会社化 

平成27年 ４月 中期経営計画『東鉄3D Step2018』を新たにスタート 

平成28年 ７月 創立７３年 

１．会社概要 【沿革】 
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西日本地区 

北海道地区 

東日本 
地区 

九州 
地区 

四国地区 

東海 
地区 

鉄道省（当時）の要請により 

         設立した会社 

大鉄工業 

四鉄工業 

（現在は四国開発建設） 

仙建工業 

札建工業 

名工建設 

（名証二部上場） 

広成建設 

九鉄工業 

第一建設工業 

（JASDAQ上場） 

東鉄工業 

（東証一部上場） 

１．会社概要 【保線を支える主な企業】 
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経営理念  

～安全はすべてに優先する～ 
 

   当社は、鉄道専門技術の特性を活かした総合建設業として、 

   安全で快適な交通ネットワークと社会基盤の創造に貢献いたします。 

事業ビジョン  

・鉄道関連工事のリーディングカンパニーとして、 

・その高い専門的技術力と、安定した受注の強みを活かし、 

・線路・土木・建築・環境各事業のバランスの取れた事業構造のもと、 

・専門プロ集団として、建設業界に独自の地歩を確保してまいります。 

１．会社概要 【経営理念・事業ビジョン】 
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（P.37  ご参照） １ 



誠実で☆キラ リ と光 る☆ナンバーワン＆オン リ ーワ ン 

軌道メンテナンス工事や、高性能な大型保線機械の 
稼働力などにおいて、質・量ともに我国ナンバーワン、 
そして常に未来に挑戦し続ける、☆キラリと光る☆・・・ 

時代を先取りした環境事業「東鉄ＥＣＯ２プロジェクト」を 
積極的に推進する・・・ 

 

誠 実 で ☆キラリと光る☆ ﾅﾝﾊﾞｰﾜﾝ & ｵﾝﾘｰﾜﾝ 

・「究極の安全と安心」の追求 

・「技術と品質」へのこだわり 

・「環境」への取組み 

・「人を大切にする」 企業風土 

・「誠実なＣＳＲ経営」の推進 

  

「オンリーワン」の東鉄工業 

 を目指します 

線路 

環境 

線路

土木

建築 

「ナンバーワン」の東鉄工業 

 を目指します 

これら４つの事業部門が相互にバランスよくシナジーを発揮し、 
他に類を見ない、ユニークで先進的なビジネスモデルと 
専門的な技術力により、お客様の多様なニーズにお応えする 
ことができる、☆キラリと光る☆・・・ 

コア３部門においては、鉄道関連・耐震・防災・ 
リニューアル・メンテナンス工事など、 
当社独自の高い専門性と強みを最大限に活かす・・・ 

１．会社概要 【コーポレートメッセージ】 
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「東鉄工業」とは・・・ 

＜ビジネスモデル＞ ＜経営方針と特徴＞ 

鉄道専門技術を活かした総合建設会社 

 （鉄道関連工事のリーディングカンパニー） 

「究極の安全と安心」を追求する会社 

 （技術と品質への徹底的なこだわり） 

安全で快適な交通ネットワークと 

社会基盤の創造に貢献する会社 

 （東日本大震災/東北新幹線等の早期復旧にも貢献） 

日本一の鉄道線路メンテナンス会社 

（誠実で☆キラリと光る☆「ナンバーワン」の東鉄工業） 

安定した業績と、圧倒的に健全な財務内容を誇る会社 

 （経審Y評点 8期（'09/3期～'16/3期）連続No.１達成） 
※建設経済研究所による主要建設会社決算分析40社の内、一部上場34社を対象 

４つの事業部門が相互にシナジーを発揮する 

ユニークなビジネスモデルを持つ総合建設会社 

（誠実で☆キラリと光る☆「オンリーワン」の東鉄工業） 

「誠実で、すべてのステークホルダーから信頼される」 

ことを目指す会社 

 （人を大切にする経営） 

ＪＲ東日本とのパートナーシップに基づく 

安定した受注の強みを持つ会社 

 （官公庁・民間一般工事（含む私鉄）受注も強化中） 
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１．会社概要 【当社ビジネスモデルと特徴】 



高性能な大型保線機械の稼働力を誇り、 
線路メンテナンス工事では我国「ナンバーワン」の東鉄工業 

除雪用モーターカー 

マルチプルタイタンパー 

新幹線確認車 

２．事業部門別業況 （１） 線路部門 
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レール削正車 



鉄道関連工事のリーディングカンパニー 

品川駅改良軌道工事 

相鉄線 星川天王町連続立体交差工事 
（相模鉄道㈱） 

２．事業部門別業況 （１） 線路部門 
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軌道敷設工事 
レール削正工事 

北陸新幹線 

横浜市営地下鉄 軌道改良工事 
（横浜市 交通局） 



線路部門 

ｼﾅｼﾞｰ部門 

ＪＲ常磐線 利根川橋りょう改良工事 
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鉄道・道路関連工事・耐震補強・防災工事に強み 

２．事業部門別業況 （２） 土木部門 

御茶の水 聖橋長寿命化工事 
（東京都 財務局） 

外環自動車道 小山高架橋新設工事 
（東日本高速道路㈱） 

ｼﾅｼﾞｰ部門 

線路部門 

ＪＲ常磐線 那珂川橋りょう防風柵設置工事 

旧橋りょう 

ｼﾅｼﾞｰ部門 

線路部門 



ｼﾅｼﾞｰ部門 

線路部門 

ｼﾅｼﾞｰ部門 

線路部門 線路部門 

ｼﾅｼﾞｰ部門 

建築部門 

ｼﾅｼﾞｰ部門 

線路部門 

ＪＲ南武支線 小田栄駅新設工事 ＪＲ山手線 品川駅ホームドア新設工事        
（山手線１２/２４駅を施工・京浜東北線も始動） 
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２．事業部門別業況 （２） 土木部門 

線路・土木・建築・環境各部門のシナジーを発揮する 
「オンリーワン」の東鉄工業 

東北新幹線 トンネル耐震工事 ＪＲ常磐線 大甕（おおみか）駅改良工事 

（イメージ） 



ｼﾅｼﾞｰ部門 

線路部門 

ｼﾅｼﾞｰ部門 

線路部門 

 

 

 

ＪＲ東海道線 湯河原駅前広場整備工事 
（神奈川県 湯河原町） 

駅関連・リニューアル・他部門との連携工事等に強み 

ｼﾅｼﾞｰ部門 

線路部門 

JR東日本 神田オフィスビル新築工事 

JR内房線 袖ケ浦駅橋上化工事 

ｼﾅｼﾞｰ部門 

線路部門 
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２．事業部門別業況 （３） 建築部門 

（イメージ） 

東京駅 中央線ホーム屋根改修工事 
（日建経会員技術フォーラム 会長賞受賞） 



環境部門 

高崎文化芸術センター（仮称）新築工事 
（群馬県 高崎市） 

ＮＲＥ西浦和工場新築・屋上緑化工事 
（㈱日本ﾚｽﾄﾗﾝｴﾝﾀﾌﾟﾗｲｽﾞ） 17 

ノブレス綱島東新築工事 
（ナイスエスト㈱） 

２．事業部門別業況 （３） 建築部門 

住宅・非住宅分野でも豊富な施工実績 

ｼﾅｼﾞｰ部門 

（イメージ） 

岩切どろんこ保育園新築工事 
（社会福祉法人どろんこ会） 

（イメージ） 



 
 
 

『東鉄ＥＣＯ２プロジェクト』の推進＝建築部門等とのシナジーを活かす 
エコツー 
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暑熱対策実証試験設備（環境省） 
（東京ビッグサイトに設置） 

２．事業部門別業況 （４） 環境部門 

        ＪＲ信濃町駅 
ｱﾛﾏｽﾃｰｼｮﾝ化ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ      

 （環境省・ｱﾛﾏ環境協会賞 受賞） 

マンション（ＺＯＯＭ東陽町） 
壁面緑化 

当社駒込ビル「エコビル」化 

 ・オリ・パラに向けた暑熱対策 

・「ワンストップショッピングサービス」 

・「一気通貫サービス」 

・当社駒込ビル「エコビル」化 

 
ＪＲ東日本 勝田運輸区 

屋上緑化 

建築部門 

ｼﾅｼﾞｰ部門 



ｼﾅｼﾞｰ部門 

建築部門 

ｼﾅｼﾞｰ部門 

建築部門 

 （パース提供：東日本旅客鉄道株式会社） 

ｼﾅｼﾞｰ部門 

土木部門 

建築部門 

 ＪＲ京葉線 海浜幕張駅「エコステ」化工事 
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２．事業部門別業況 （４） 環境部門 

「エコステ」化への取り組み 

ＪＲ常磐線 湯本駅 
「エコステ」化工事        

ＪＲ中央線 四ツ谷駅 
「エコステ」化工事  

（都市緑化機構・審査委員会特別賞） 

「エコステ」 
省エネルギー、再生可能エネルギーなど、
様々な環境保全技術を駅に導入する 

ＪＲ東日本の取り組み 
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      （１）東日本大震災への対応 

    当社の大きな社会的使命／最近の取り組み例 
３． 

ひたちなか海浜鉄道 （金上～中根間） 

【震災直後】 

【復旧後】 

ＪＲ常磐線 富岡駅 

【除染作業着手前】 

【除染作業着手後】 

室原川橋りょう（ＪＲ常磐線 浪江～桃内間） 

【復旧前】 

【復旧後】 



・ レンガアーチ高架橋補強工事（新橋駅付近） 

（御茶ノ水駅付近） 

                                                                 
      （２）首都直下地震に備えた耐震補強対策工事 

    当社の大きな社会的使命／最近の取り組み例 
３． 

◎首都直下地震対策関連工事の実績と見通し 
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’１３/３期 ’１４/３期 ’１５/３期 ’１６/３期 過去４年間 ’１７/３期 ５年間
実績 実績 実績 実績 累計実績 見通し 累計見通し

受　注 １３５億円 ２３０億円 ２７２億円 １６５億円 ８０３億円 約１２８億円 約９３２億円
完　工 ３２億円 １３０億円 ２２３億円 ２３１億円 ６１８億円 約１８５億円 約８０４億円

・ 駅舎等天井耐震化工事（大宮駅） 

・ 切土耐震補強工事（信濃町駅付近） 

◎首都直下地震対策関連工事（施工事例） 
・ 盛土（擁壁）補強工事（御茶ノ水駅付近） 

コゲラステーション 



                                                                 
      （３）山手線ホームドアの設置状況 

    当社の大きな社会的使命／最近の取り組み例 
３． 

①重機搬入 ②杭打設 ③受台設置 ④ＰＣ板設置 

⑤ホームドア設置 ⑥設置完了 

品川駅ホームドア 

（2016年8月供用開始） 

ホームドア設置までの施工フロー例（高田馬場駅、目白駅などの場合） 
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 【群馬県】〔2004年  3月竣工〕             

【東京都】〔2011年  3月竣工〕            

【東京都】〔2012年  4月竣工〕 

【千葉県】〔2013年  9月竣工〕 

【千葉県】〔2014年  2月竣工〕 

【福島県】〔2015年  3月竣工〕 

【山梨県】〔2016年  2月竣工〕 

【茨城県】〔2016年 3月竣工〕   

    

【愛知県】〔2013年  3月竣工〕 

【千葉県】〔2014年  1月竣工〕 

【茨城県】〔2014年  3月竣工〕 

【千葉県】〔2014年10月竣工〕 

 

  【埼玉県】〔2013年  7月竣工〕  

【茨城県】〔2014年11月竣工〕 
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◎ＪＲ東日本の太陽光発電施設 １１件 

 ・高崎駅（新幹線ホーム）            

 ・東京駅（東海道線ホーム）        

 ・四ツ谷駅（エコステ化） 

 ・海浜幕張駅（エコステ化） 

 ・京葉車両センター 

 ・湯本駅（エコステ化）      

 ・石和温泉駅（笛吹市より受注） 

 ・石岡駅 （石岡市より受注）    

◎民間顧客の太陽光発電施設 １１件 

 ・日本ルツボ㈱ 

 ・丸山製作所㈱ 

 ・村田基礎工事㈱ 

 ・㈱タテノコーポレーション   

◎自社の太陽光発電施設 ２件 

 ・「ＴＯＴＥＴＳＵ蓮田ｿｰﾗｰｽﾃｰｼｮﾝ」 

 ・「ＴＯＴＥＴＳＵ鹿島ｿｰﾗｰｽﾃｰｼｮﾝ」     

  

【 】：太陽光発電施設設置場所 

                                                                 
      （４）太陽光発電事業施設の取り組み状況 

    当社の大きな社会的使命／最近の取り組み例 
３． 

 他 

 他 



・「新幹線大規模改修本部」を新たに設置（2016年5月11日） 
  ・ＪＲ東日本では、1982年開業の東北・上越新幹線について、大規模な改修を予定。 

  ・2031年～40年度の10年間で1兆円規模を投資。 

  ・当社としても効率的な施工方法の検討、必要な機械の開発、新規材料の開発・提案など、グループ会社 

   の興和化成㈱とも協働して、中長期的な視点に立った土木構造物の大規模改修工事を推進していく 

   ための準備体制を構築し、積極的な参画を目指すもの。 

「新幹線大規模改修本部」の設置 

大規模改修の概要 

対象施設  主な工事内容 

橋
り
ょ
う 

鋼 橋  支点部改修工 

コンクリート橋  表面改修工、スラブ板改修工、 

支点部改修工 

トンネル 覆工改修工、路盤改修工 

土 工  のり面工改修工 (ＪＲ東日本 プレスリリースより) 
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      （５）「新幹線大規模改修本部」の設置 

    当社の大きな社会的使命／最近の取り組み例 
３． 



当社受注済み案件     （2016.8月現在） 

ﾎｰﾑﾄﾞｱ（京浜東北線） 上野、大井町、鶴見 

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ 千駄ヶ谷（仮駅舎） 

駅改良 渋谷 

                                                                 
      （６）今後予想されるプロジェクト 

    当社の大きな社会的使命／最近の取り組み例 
３． 

今後予想されるプロジェクト（ＪＲ東日本、国交省リリース等より） 

ホームドア 京浜東北線各駅、千駄ヶ谷、信濃町、新小岩など 

オリンピック･ 
パラリンピック 

千駄ヶ谷、信濃町、原宿、有楽町、新橋、浜松町、 

日暮里、大井町、新木場 など 

新駅（再開発） 品川～田町間 

羽田アクセス線構想 羽田空港～西山手ルート、東山手ルート、臨海部ルート 

駅改良 渋谷・東京（北通路） 

中央線１２両化に伴う駅・
線路改良 

中央快速線（東京～大月間） 
青梅線（立川～青梅間） 
全４４駅及び車両基地等 

新幹線レール交換 東北新幹線（大宮以北） 

新幹線大規模改修工事
（2031年度～） 

東北新幹線、上越新幹線 

（Ｐ２４ご参照） 

駅改良 

ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ･ 
ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ 

京浜東北線 

 ﾎｰﾑﾄﾞｱ 

新幹線レール交換 

新幹線大規模改修工事 

（2031年度～） 

駅改良 中央線１２両化に伴う 

駅・線路改良 

羽田アクセス線構想 

ﾎｰﾑﾄﾞｱ 

ﾎｰﾑﾄﾞｱ 

京浜東北線 

 ﾎｰﾑﾄﾞｱ 

新駅 

（再開発） 
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当社は、経営理念の実現に向け、特に施工に携わる全て

の従業員が、鉄道関連工事の真のプロフェッショナルとなれ

るように、東鉄技術学園をベースに、施工本部ごとに目的別

の専門研修を実施しています。 

教育・研修制度 

 東鉄技術学園は、２００８年に設置された次世代の 

東鉄マンを育成するための専門機関です。 

 理論から徹底的に学べるように経験豊富なベテランの 

講師が年次、能力に応じてきめ細やかな教育を行っており

ます。 
 

 

東鉄技術学園 

ビジネスパートナーとともに 

当社は、協力会社の皆様を大切なビジネスパートナーと 

考え、健全な取引関係と相互信頼の向上はもとより、 

協力会社社長会などの取り組みを通じ、更なる連携強化に

努めております。 

 ・安全衛生協力会加盟社数９２４社（２０１５年１０月現在） 

東鉄工業パートナー広報誌「Professional」 

 協力会社との一層のパートナーシップ強化を目的に、 

現場の最前線で活躍されている協力会社の社員の皆様や、

各社のプロフィールなどを掲載。 

 ２０１４年６月の創刊以来、年４回発行、最新号は１３号と

なり、すでに１００社を超えるパートナー会社を掲載・紹介。 

教育・研修制度 協力会社との連携強化 

                                                                
                                                                 
      （７）協力会社との連携強化／教育・研修制度 

    当社の大きな社会的使命／最近の取り組み例 
３． 



「コーポレートガバナンス・コード」への積極対応 

’15年11月：３項目をエクスプレイン(未実施)として開示 

’16年  7月：対応を完了し、フルコンプライ(全項目実施) 
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① 「議決権の電子行使・招集通知の英訳」 
  ・いずれも、本年６月の株主総会で実施済み 

②「任意の諮問委員会」の設置 
 ・「経営諮問委員会」を設置 
 ・取締役の指名、報酬などコーポレート・ガバ 
  ナンスについて特に重要な事項について 
   意見聴取 

③「取締役会全体の実効性の分析・評価・開示」 
 ・全ての取締役にアンケートを実施 
 ・「経営諮問委員会」において意見聴取 
 ・取締役会で分析・評価のうえ開示 

※詳細は7月22日付で東証/当社HPに開示した 

 「コーポレート・ガバナンスに関する報告書」をご参照ください 

日本ＩＲ協議会２０１５年度「ＩＲ優良企業賞」を受賞 

（建設業界では初の受賞） 

２０１２年度には「ＩＲ優良企業特別賞」を受賞 

                                                                 
      （８）ＩＲ活動／コーポレート・ガバナンス 

    当社の大きな社会的使命／最近の取り組み例 
３． 

コーポレート・ガバナンスへの取り組み ＩＲ活動の充実 



’15/3期 ’17/3期 ’18/3期

増減額 増減率

前 期 繰 越 高 58,831 75,321 +16,489 +28.0% 69,910 -

受 注 高 125,458 115,456 ▵10,001 ▵8.0% 120,000 -

売 上 高 116,106 126,807 +10,701 +9.2% 130,000 140,000

売 上 高 総 利 益 15,838 19,180 +3,341 +21.1% 19,800 -

(売上高総利益率） (13.6%) (15.1%) (+1.5P) - (15.2%) -

営 業 利 益 9,324 12,480 +3,155 +33.8% 12,800 13,000以上

（ 営 業 利 益 率 ） (8.0%) (9.8%) (+1.8P) - (9.8%) -

経 常 利 益 9,581 12,749 +3,168 +33.1% 13,000 -

（ 経 常 利 益 率 ） (8.3%) (10.1%) (+1.8P) - (10.0%) -

当 期 純 利 益 6,533 8,518 +1,984 +30.4% 8,700 -

（ 当 期 純 利 益 率 ） (5.6%) (6.7%) (+1.1P) - (6.7%) -

R O E 12.5% 14.4% +1.9P - - 10％以上
総 還 元 性 向 24.7% 16.6% ▵8.1P - - 30％

※「当期純利益」は　「親会社株主に帰属する当期純利益」を省略したもの（以下同様）

（連結）
（中計目標）

’16/3期

実績 実績
’15/3期比

(見通し）

※配当性向 

’１６/３期：３年連続過去最高益を更新 

’１７/３期：更なる増収増益を目指す 
（百万円、％） 
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４．業績推移 （１）’１６／３期実績 及び’１７／３期見通し 

※ ※ 

※ 2015年5月 

自己株式200千株取得後 



751

940 957 941
999

967
1,005 

895 886 
921 

869 871 

1,093 

1,161 

1,268 
1,300 

0

20

40

60

80

100

120

140

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

売上高

10.4 

38.4 

46.7 

37.5 38.6 
41.8 41.8 

45.3 47.2 

63.7 
66.1 

54.2 

84.9 

93.2 

124.8 
128 

営業利益

1.2%

3.7%

4.7%
3.8% 3.9%

4.4% 4.2%

5.3% 5.7%

7.3%
8.0%

6.6%

8.1% 8.3%

10.1% 10.0%

’02/3期 ’03/3期 ’04/3期 ’05/3期 ’06/3期 ’07/3期 ’08/3期 ’09/3期 ’10/3期 ’11/3期 ’12/3期 ’13/3期 ’14/3期 ’15/3期 ’16/3期 ’17/3期

(予想値)

経常利益率

現中期経営計画 

「東鉄３D Step2018」 

億円 億円 
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売上高・営業利益・経常利益率 （連結） 

４．業績推移 （２）業績推移 

前中期経営計画 

「東鉄３D Hop2015」 

連  結 
（前）中計 

’１３/３(実績） ’１４/３(実績） ’１５/３(実績） ’１５/３(目標） 

売 上 高 ８７１億円 １，０９３億円 １，１６１億円 １，１００億円以上 

営業利益 ５４億円 ８４億円 ９３億円 ８０億円以上 

経常利益率 ６．６％ ８．１％ ８．３％ ７．３％以上 

（   ：達成項目） 

連  結 
（現）中計 

’１６/３（実績） ’１７/３（予想） ’１８/３（目標） 

売 上 高 １，２６８億円 １，３００億円 １，４００億円 

営業利益 １２４億円 １２８億円 当初１２０億円⇒１３０億円以上に修正 

ROE １４．４％ ー １０％以上 

総還元性向 ※１６．６％ ー ３０％ 

（   ：達成項目） 

※配当性向 



自己資本比率

純資産合計

有利子負債

184 189
218

242 

293 
310 312 309 

338 
360 

393 

449 

495 

571 

629 

270 279

185

83 

47 39 37

0 0 0 0 0 0 0 0
0

100

200

300

400

500

600

700

’02/3期 ’03/3期 ’04/3期 ’05/3期 ’06/3期 ’07/3期 ’08/3期 ’09/3期 ’10/3期 ’11/3期 ’12/3期 ’13/3期 ’14/3期 ’15/3期 ’16/3期

24.1% 23.0%

28.8%

38.0%
40.4% 41.2%

43.3%

49.5%
52.0% 51.5%

58.1%
55.2%

53.2% 55.1% 54.3%

2.9%

7.4%

9.2%
10.5%

9.5% 9.5%

7.0% 6.8%

8.7%

10.6%
9.6% 9.4%

11.4%
12.5%

14.4%

億円

【純資産】               
過去15年間でおよそ３.４倍に 

【自己資本比率】               
過去15年間で大幅増／高水準 

【ROE】 

業界内で高水準を維持 
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４．業績推移 （２）業績推移 

自己資本比率・純資産・ＲＯＥ・期末有利子負債 （連結） 

前中期経営計画 

「東鉄３D Hop2015」 

現中期経営計画 

「東鉄３D Step2018」 

【期末有利子負債】  

ピーク時（’03/3期末）279億円 

⇒’09/3期末以降8期連続ゼロ 



注３：出典：２０１６年３月期決算短信

注２：上記数値及び指標は連結決算ベースで集計（受注高のみ単体集計）
　　　数値及び順位については一部推定によるものも含む

注４：経営事項審査Ｙ評点は、２０１６年３月期時点での直近決算数値より当社が試算した推定値
　　　（公共工事の入札に参加する建設業者の経営状況を国土交通省が定めた基準により表す指標）

注１：建設経済研究所による主要建設会社決算分析40社の内、
      一部上場３４社を対象

1位

5位

10位

15位

20位

25位

30位

35位

40位
受注高 売上高 営業利益 経常利益 売上高営業利益率 売上高経常利益率 経営事項審査Y評点

 23位 
（1,133億円） 

22位 
（1,268億円） 

14位 
（124億円） 

14位 
（127億円） 

2位 
（9.8％） 

2位 
（10.1％） 

1位 
（1,319点） 

受注・売上高 利益額 利益率 財務指標 
（経営事項審査Ｙ評点） 
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４．業績推移 （３）業界地位 

（８期連続No.1） 

業界トップクラスの非常に強力な財務基盤 



戦略 

• 東日本大震災直後は、 
ＪＲ東日本の設備投資、 
修繕費等が一時的に減少（工事量が減少） 

• 受注高に占めるＪＲ東日本への 
依存度の高さ 

① 当社にとって最大最重要顧客である 
ＪＲ東日本からの受注は当社の強みであり、 
今後とも徹底的に強化 

② 一方で、 
    ・官公庁・民間一般工事（含む私鉄）等への      

多面的な営業展開を強化 
    ・業域をさらに深掘りし拡大 

前中計『東鉄3D Hop2015』から『3D戦略』をスタート 

32 

５．中期経営計画 （１）前中計スタート時における当社の問題意識 

当社の課題 

前中計スタート時（２０１２年）における当社の問題意識 



１．『３Ｄ戦略』 概要 

（3D : 3Dimensions（三次元）） 

X軸戦略（横軸） 
「顧客層」のウイングを拡大 

Y軸戦略（縦軸） 
「業域」の深掘りによる拡大 × ＝ 「企業価値」の 

最大化 

「量」を拡大させる 
「成長戦略」 

「質」を向上させる 
「クォリティ戦略」 

Z軸戦略（高さ軸） 
「安全」・「品質・技術力」・ 
「施工力」・「企業力」の強化 

X×Y=「面積」 X×Y×Z=「体積」を拡大 
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Ｙ 

Ｘ 

Ｘ 

Ｚ 

Ｚ 

５．中期経営計画 （２）『３Ｄ戦略』 

Ｘ 

Ｙ 

Ｚ 
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その上で、新たな顧客層のウイング拡大を図る 

「成長戦略」を展開 
   
  ⇒JR東日本以外の顧客からの業務量を、 

将来的にはJR東日本と同レベルまで拡大を展望 
 

  ⇒線路/私鉄・公共鉄道 
土木/官公庁・私鉄      からの受注強化が成長戦略の鍵 
建築/民間一般 

（２）Ｙ軸戦略（縦軸）＝「成長戦略」 
 

最大最重要顧客であるJR東日本からの受注・ﾊﾟｰﾄﾅｰｼｯﾌﾟは 

当社の最大の強みであり、安全な工事の遂行は社会的使命 
 
  ⇒JR東日本関連業務に経営資源を継続的に重点投下し、 

    徹底的に強化 

 

① 当社最大の強み・使命＝JR東日本関連業務 

② 顧客層のウイング拡大 

Ｘ 

Ｙ 

① 当社の強みである業務分野は徹底的に 
  継続強化 

② その上で、関連業域の深掘りによる 
  拡大強化／新しい成長機会に挑戦 

     ・鉄道関連工事 

    ・交通・社会インフラ関連工事 

    ・防災・耐震(含む、免震)・老朽化・復興関連工事 

⇒   ・住宅・非住宅（駅舎・オフィス・店舗・工場など）建設 

    ・少子・高齢化関連工事（保育園・老人福祉施設など） 

    ・メンテナンス（維持・補修・修繕）関連工事 

    ・環境関連工事（緑化、太陽光発電など） 

⇒関連業務の業域拡大 
    ・新幹線大規模改修及び新幹線レール交換など 
 
⇒新しい社会環境の変化、時代の要請に応じた業域の拡大 
    ・オリンピック・パラリンピック関連 
    ・国土強靭化計画・地方創生 
    ・海外関連 

（１）Ｘ軸戦略（横軸）＝「成長戦略」 

 

 

 

２．『３Ｄ戦略』 施策 

５．中期経営計画 （２）『３Ｄ戦略』 



●工事量増大に伴う「施工力」の強化 
 

●協力会社とのパートナーシップ強化   
 
●Ｍ＆Ａによる施工力増強も選択肢の一つ   

 
 

●お客様・地域社会・従業員の「究極の安全と安心」を追求 
    
●実効性のある具体的な教育・訓練の継続実施 
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      （３）Ｚ軸戦略（高さ軸）＝「クォリティ戦略」 
 

Ｚ 

●安全・安心で、高付加価値・高品質の技術・サービス・商品の 
提供により、お客様の高い満足度と信頼の確保を図る 

① 「安全はすべてに優先する経営」の徹底 

② 「品質・技術力」のたゆまざる維持・強化 

③ 「施工力」の強化 

●「すべてのステークホルダーから信頼される 
誠実なＣＳＲ経営」の推進 
・それぞれのステークホルダーに対する取り組み方針 
・「人」を大切にする風土づくり 
・「環境」への取り組み 

 
 

 
●「攻め（収益力／資本効率）」と「守り（ﾘｽｸ管理）」の 

「ﾊﾞﾗﾝｽのとれたｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ」による経営 
 
 
 
 

●「成長戦略」の一環としての企業力強化 
・剰余金の有効活用 

・業容拡大に伴う運転資金・M&A・設備投資などによる拡大再生産 
・株主・顧客・協力会社・従業員等への適切な還元・配分 

・利益改善に対する継続的な取り組み 
・グループ連結経営の強化 
・海外関連事業の検討 
・財務体質の継続的強化 

④ 企業力の向上 

（P.39  ご参照） 2 

（P.39  ご参照） 3 

２．『３Ｄ戦略』 施策 

５．中期経営計画 （２）『３Ｄ戦略』 



３．『３Ｄ戦略』 イメージ図 
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５．中期経営計画 （２）『３Ｄ戦略』 



 

 

 
 

により、社会やお客様の安全・安心・安定・快適・品質などの様々なニーズに的確にお応えし、 

当社の「社会的使命」をしっかりと果たす。 
 

（２）「量」（「成長戦略」）と「質」（「クォリティ戦略」）のベストバランスにより、 

「持続的な企業価値の向上」を図り、「堂々たる成長の時代」への 『Step』 を切り拓く。 
 

（３）「基本戦略」となる『3D戦略』（スリーディ戦略）は不変。 

（前）中計を第一期の『Hop』と位置づけ、（新）中計では第二期の『Step』として 

さらなる飛躍に挑戦。 
 

 

③

「全てのｽﾃｰｸﾎﾙﾀﾞｰから信頼される誠実なCSR経営」

「攻め（収益力/資本効率）」と「守り（ﾘｽｸ管理）」の「ﾊﾞﾗﾝｽのとれたｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽによる経営」

「経営理念（～安全はすべてに優先する～）に基づいた軸のﾌﾞﾚない経営」1

2

3

37 

１．『東鉄3D Step2018』 基本方針 

基本方針 
（１） 

５．中期経営計画 （３）中期経営計画『東鉄3D Step2018』 

（P. 9ご参照） 

（P.39  ご参照） 

（P.39  ご参照） 3 

2 



前々中計実績 前中計実績 新中計目標(修正後）

’12/3 ’15/3 ’18/3（最終年度）

売上高 869億円 1,161億円 1,400億円　　　

営業利益 66億円 93億円 130億円以上

連結数
値
目
標

新中計目標

’18/3（最終年度）

ROE 10％以上

総還元性向 30％　　　

連結数
値
目
標
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２．『東鉄3D Step2018』 基本方針（イメージ図） 

５．中期経営計画 （３）中期経営計画『東鉄3D Step2018』 

量 
成長力（トップライン＝売上高） 

収益力（ボトムライン＝利益額） 
バランス 

成長戦略 

質 「安全」・「品質・技術力」・「施工力」・「企業力」 

クォリティ戦略 
ベスト 

 

バランス  

 
特に力を入れる取り組み 

・「安全はすべてに優先する経営」の徹底 

・「品質・技術力」のたゆまざる維持・強化 

・工事量増大に伴う「施工力」の強化 

・「人」「環境」への誠実な取り組み 

・「ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾞﾊﾞﾅﾝｽ・ｺｰﾄﾞ」への積極的対応 

  ・資本効率・株主還元の重視 

      （ROE・総還元性向の目標化/中間配当など） 

  ・取締役会の実効性確保（複数独立社外取締役の選任など） 

・「成長戦略」の一環としての企業力強化（M&Aなど） 
 

 
特に力を入れる取り組み 

・JR東日本関連業務をｺｱとして経営資源を重点投下 

 
・顧客層のｳｨﾝｸﾞを拡大し、 
土木/官公庁や建築/民間一般などの受注も増強 

 
・強みである業務分野を徹底強化の上、業域を更に深掘り 

 
・ｵﾘﾝﾋﾟｯｸ・ﾊﾟﾗﾘﾝﾋﾟｯｸ・海外関連など、新しい機会にも挑戦 

 
・不採算工事は徹底排除した上で、「利益額の最大化」を図る 

Ｘ軸（顧客層のウイングの拡大） 
Ｙ軸（業域の深掘り） 

Ｚ軸（「安全」・「品質・技術力」 
・「施工力」・「企業力」） 



３．『東鉄3D Step2018』 基本方針（ステークホルダーに対する取り組み方針） 
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2 

3 

５．中期経営計画 （３）中期経営計画『東鉄3D Step2018』 



40 

『東鉄3D 
Hop2015』 

『東鉄３D Step2018』 

（連結） 
’15/3期 

（実績） 

’16/3期 

（実績） 

’17/3期 

（計画） 

’18/3期最終年度目標 

（修正前） （修正後） 

売上高 1161億円 1268億円 1300億円 1400億円 1400億円 

営業利益 93億円 124億円 128億円 120億円 130億円以上 

ＲＯＥ 12.5％ 14.4％ ― 新
た
に
導
入 

 

10％以上 10％以上 

総還元 

性向 
※24.7％ ※16.6％ ― 30％ 30％ 

修正の理由 

（１）今後の市場環境は依然不透明な展開が続くものの、より高い目標への挑戦を目指して、「営業利益」について   

   は、当初目標としていた「120 億円」から「130 億円以上」に修正。 
 

（２）より高い目標への挑戦にあたっては、従来通り「安全」・「品質・技術力」・「施工力」・「企業力」における 

「質」（「クォリティ戦略」）を引き続き当社グループの最重要戦略と位置づけたうえで、 

全社をあげて継続的に取り組んでいる不採算工事の徹底排除、原価管理の強化、種々のコストダウンにも注力しつつ、 

売上高と利益額のバ ランスを重視した「量」（「成長戦略」）を推進。 

※配当性向 ※ 2015年5月 

自己株式200千株取得後 

５．中期経営計画 （３）中期経営計画『東鉄3D Step2018』 



売上高：億円 

【売上高・営業利益の推移】（連結） 

『東鉄3D Hop2015』 『東鉄3D Step2018』 
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億円 

億円以上 

営業利益：億円 

５．中期経営計画 （３）中期経営計画『東鉄3D Step2018』 

売上高

営業利益

941 
999 

967 
1,005 

895 886 
921 

869 871 

1,093 
1,161 

1,268 

1,400 

37 38 41 41 
45 47 

63 66 

54 

84 

93 

124 

130

0

30

60

90

120

150

0

300

600

900

1,200

1,500

’05/3期 ’06/3期 ’07/3期 ’08/3期 ’09/3期 ’10/3期 ’11/3期 ’12/3期 ’13/3期 ’14/3期 ’15/3期 ’16/3期 ’18/3期

売上高

営業利益
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５．中期経営計画 （３）中期経営計画『東鉄3D Step2018』 



ＲＯＥ 
’１８／３期目標１０％以上 

【ＲＯＥ・総還元性向の推移】（連結） 

総還元性向 
’１８／３期目標３０％ 

伊藤レポート８％ 

当社資本コスト５～６％ 
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『東鉄3D Hop2015』 『東鉄3D Step2018』 

５．中期経営計画 （３）中期経営計画『東鉄3D Step2018』 

（ ’14年5月自己株式取得後）  
取得株式総数：10万株 

取得価額総額：1.97億円 

（’15年5月自己株式取得後） 
取得株式総数：20万株 

取得価額総額：5.49億円 



44 

６．個人投資家のみなさまへ （１）配当額の推移 
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（予定）



（’02年8月の月足を100とした場合） 

     当社株価指数 

     日経平均株価指数 

６．個人投資家のみなさまへ （２）過去15年間の株価推移 
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（指数） 

’02/9/4 終値：178円 
15年来最安値 

’16/03/28 終値：3,490円 
15年来最高値／上場来高値 

’16/08/31 終値：2,854円 
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大株主の状況（上位１０名） 
（平成２８年３月３１日現在） 

株主名 

当社への出資状況 

持株数 

（千株） 
持株比率 

（％） 

東日本旅客鉄道株式会社 ３，６５９ １０．３６ 

日本ﾄﾗｽﾃｨ・ｻｰﾋﾞｽ信託銀行株式会社 
（信託口） 

３，４４９ ９．７６ 

日本ﾏｽﾀｰﾄﾗｽﾄ信託銀行株式会社 
（信託口） 

１，８３５ ５．２０ 

株式会社みずほ銀行 １，２１４ ３．４４ 

日本電設工業株式会社 １，０８８ ３．０８ 

株式会社常陽銀行 ７７７ ２．２０ 

鉄建建設株式会社 ７７０ ２．１８ 

東鉄工業社員持株会 ７３７ ２．０９ 

明治安田生命保険相互会社 ７３１ ２．０７ 

資産管理サービス信託銀行株式会社 

（証券投資信託口） 
７２８ ２．０６ 

所有者別分布状況 

個人その他 17.96％ 金融機関 39.88％ 

自己名義 2.14％ 

証券会社 0.6％ 

外国人 14.67％  

国内法人 24.75％ 

（金融機関等を除く） 

（平成２８年３月３１日現在） 

（注）持株比率は、自己株式（７７１，４６７株）を控除して計算しております。 

６．個人投資家のみなさまへ （３）当社株主構成 



６．個人投資家のみなさまへ  
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●「シンボルマーク」は、旧来の社章をエンブレム化 

  ・モノクロの濃淡だけで表現した立体感溢れるフォルム      

   の重厚感と安定感  ⇒「究極の安全と安心」の追求 

  ・メタリックな質感   ⇒「技術と品質」へのこだわり 

  ・エッジの輝き     ⇒「先進性」「将来性」 を表現 

 

 

●新たに制定した「コーポレートカラー」は、『緑』   

  ・東鉄工業の「緑」は、 

      「シンシアグリーン(sincere green)」＝「誠実の緑」 

  ・「安全と安心」「誠実」「人」「環境」などへの 

思いを込めたもの 

 

 
（２０１２年５月 新たに制定） 

シンボルマーク・コーポレートカラー 

（４） 当社ＨＰ/ 
   ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ・ｺｰﾎﾟﾚｰﾄｶﾗｰ 

トップメッセージや中期経営計画、最新のIR資料のほか 

業績の推移など各種データをご参照ください。 

当社ホームページ：『個人投資家の皆様へ』 

また、採用情報ページにおきましては、会社紹介の動画も 

ご覧いただけます。（採用情報⇒会社紹介映像ページ） 



 本資料は、当社の業績及び今後の経営戦略に関する情報の提供を目的としたものであり、当社が発

行する有価証券の投資勧誘を目的としたものではございません。 

   本資料における業績予想及び将来の予想等に関する記述は、現時点で入手された情報に基づき判断

した予想であり、潜在的なリスクや不確実な要素を含んでおります。従いまして、実際の業績等が様々

な要因により異なる可能性がありますことをご了承ください。 

免責事項 

お問合せ先： 

               東鉄工業株式会社 経営企画本部 広報・IR部 
 

TEL：03-5369-7611 

ホームページURL ：http://www.totetsu.co.jp 

本日はご清聴誠にありがとうございました。 
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